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第25 「首都直下地震等による東京の被害想定」における東京都の被害想定 

 

＜想定するシーン＞ 

時間帯によって人々の滞留特性は大きく異なるため、地震の発生時刻が変わると人的被害の発

生する様相も変化する。 

また、時間帯や季節によって火気器具等の使用状況が異なるため、火災の出火件数も変化する

と考えられる。このため、本調査では、想定される被害が異なる３種類の特徴的なシーン（季

節・時刻）を設定する。 

 

シーン設定 想定される被害の特徴 

基本シーン ①冬、朝５時 ・ 兵庫県南部地震と同じ発生時間帯 

・ 多くの人々が自宅で就寝中に被災するため、家屋倒壊による圧死

者が発生する危険性が高い。 

・ オフィスや繁華街の屋内外滞留者や、鉄道・道路利用者は少な

い。 

②冬、昼12時 ・ オフィス、繁華街、映画館、テーマパーク等に多数の滞留者が集

中しており、店舗等の倒壊、落下物等による被害拡大の危険性が

高い。 

・ 住宅内滞留者数は、１日の中で最も少なく、老朽木造家屋の倒壊

による死者数はシーン①と比較して少ない。 

③冬、夕18時 ・ 火気器具利用が最も多いと考えられる時間帯で、これらを原因と

する出火数が最も多くなるケース 

・ オフィスや繁華街周辺、ターミナル駅では、帰宅、飲食のた

め多数の人が滞留 

・ ビル倒壊や落下物等により被災する危険性が高い。 

・ 鉄道、道路もほぼラッシュ時に近い状況で人的被害や交通機

能支障による影響拡大の危険性が高い。 
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＜東京湾北部地震（Ｍ7．3）の主な被害＞ 
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＜多摩直下地震（Ｍ7．3）の主な被害＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8．2）の主な被害＞ 
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＜立川断層帯地震（Ｍ7．4）の主な被害＞ 
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＜東京湾北部地震（Ｍ7.3）の地震動分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜多摩直下地震（Ｍ7.3）の地震動分布＞ 
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＜元禄型関東地震（Ｍ8.2）の地震動分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜立川断層帯地震（Ｍ7.4）の地震動分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


